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京style
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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 
祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 
劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2023年　4月号

～大原女～

京都には昔、大原女、白川女、桂女と言われる行商の女性がいました。その中

でも一番知名度が高いのは大原女ではないでしょうか。大原女は大原でとれた

薪や柴（しば）、農作物を頭に乗せ、京の町まで売り歩いた行商の女性の事で

電気やガスが普及する昭和初期まで 約 800 年にわたる、大原の風習です。

紺色の着物に赤いたすきを掛けた独特の装束は、平安末期、寂光院にご閑居

されていた建礼門院に仕えた、阿波内侍（あわのないし）の衣装が原型と言われ

ています。江戸時代には大原女を描いた美人画が、京の町で大流行したとか。

当時、美人画のモチーフとしては花魁や町の看板娘など、当世の美人が描かれ

ることが殆どでした。そんな中で、大原女の美人画が人気になった理由は

京の町では見かけない素朴な衣装、都会の色に染まっていない純粋な人柄が

好まれたのかも知れません。毎年行われていた春の 「大原女時代行列」 も、

今年４年ぶりに、4 月 29 日に開催され、寂光院から勝林院にかけて、時代ごとに

異なる衣装をまとった大原女の行列巡行を見て頂けます。


